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第３章 施策の展開

■ 本計画では、主な取組と関連するSDGs※の目標を右上に掲載しています。

※SDGｓ（持続可能な開発目標：Susutainable Development Goals）とは、
2015 年 9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」
にて記載された 2016 年から 2030 年までの国際目標のことであり、17のゴール・
169のターゲットから構成されています。

第３章 施策の展開

施策方針Ⅰ-１-１ 市営住宅の活用による住宅セーフティネットの確保
市営住宅は、低額所得者や高齢者、障がい者など、真に住宅に困窮する世帯の居住の安定を図るた

めのセーフティネットの根幹としての役割を担っています。こういった方々に対して適切に市営住宅
の提供ができるよう、定期募集時の入居申込資格の拡大や入居時の厳正な入居者資格の審査など、適
正な管理・運営に取り組みます。

主な取組 担当課
多様化する住宅困窮者への対応

市営住宅課市営住宅の役割を明確化した入居管理の適正化
指定管理者による市営住宅の効率的かつ適切な管理・運営
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第２章 基本的な考え方

第１節 基本理念

基本理念に基づき、“豊かな住生活”の実現に向け、３つの基本方針を設定します。

共に支え合い 長く住み継ぎ 人が集う

くまもとの住まい・まちづくり

基本方針Ⅰ 安心な“くらし”の実現

誰もがいつでも住まいを確保でき、お互い支え合う安心なくらしを目指します。

多様化する住まいのニーズに対応できるよう、入居を拒まない賃貸住宅の供給を促進します。
また、災害時を含め、いつでも住まいを確保できる環境を整え、「おたがいさま」で
支え合う地域づくりに取り組みます。

基本方針Ⅱ 良質な“住まい”の実現

適正に維持管理され、長く住み続けることができる住まいを目指します。
耐震やユニバーサルデザイン、省エネ・ZEH 等の性能を備えた
災害にも強い住宅の供給促進や、増加する経年住宅への適切な対応、
中古住宅市場の活性化等に取り組みます。

基本方針Ⅲ 住みやすい“まち”の実現

地域の魅力あふれる、ずっと住み続けたいまちを目指します。
人口減少社会に対応するため、生活するうえで必要な都市機能の維持・確保による
利便性の向上、地域コミュニティの維持、本市の特徴を生かした
まちづくりに取り組みます。

基本方針Ⅰ 安心な“くらし”の実現

基本方針Ⅱ 良質な“住まい”の実現

基本方針Ⅲ 住みやすい“まち”の実現

第２節 基本方針

「おたがいさま」で支え合い、誰もが住まいに困ることのない安心なくらし。
また、災害にも強く、いつまでも住み続けることができる良質な住まい。
そして、暮らしやすく、ずっと住み続けたくなるまち。
これらが、互いに結びつくことで生まれる “豊かな住生活” を目指します。
また、住まいを取り巻く様々な問題の解決を図るとともに、
熊本市の目指す「上質な生活都市」につながる “豊かな住生活” の実現に向け、
本市の住生活における基本理念を定めます。


